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あらまし：看護技術の暗黙的な看護実践知を教授するために，熟練性が要求される専門技術のひとつであ

る採血行為時における心拍に注目し，その変動から特徴を抽出することを試みた．その結果，看護師と初

学者では，成功回数が同じでも自律神経反応である心拍の RRI(R-R 間隔)の変動が異なり，採血行為に対

する両者の精神面での集中状態が異なることがわかった．  
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1. はじめに 

看護技術における「熟練の技（わざ）」や「コツ」

は，技術の「暗黙性」ゆえに伝承されにくい．これ

までの研究では，知識の暗黙性に焦点を当てたもの

が多く，看護技術の技能の暗黙性についての研究は

少ない(1),(2)
 ．本研究では，学習目標とする熟練性を

評価するために，被験者の採血行為時における看護

師と初学者の緊張状態の違いを，生体データから検

討することを目的とする．具体的には，自律神経反

応として心拍を計測し，心電図波形から R 波の間隔

（RRI）を導出し，その変動に着目する． 

 

2. 実験方法 

研究に同意の得られた看護師（女性 2 名）と，採

血技術に関して知識や経験をもたない学生（初学者）

11 名（男性 8 名，女性 3 名，平均年齢 22.1±2.9 歳）

を被験者とした．採血実施には，腕モデル（ADAM 

ROUILLY 社／点滴・採血トレーナー）を用いた．

初学者に対しては，実験前に採血技術について口頭

および映像で説明を行い，腕モデルを用いた練習を

複数回行った．心拍計測には，被験者にとって拘束

性の少ない小型ポリテレメータ（ニホンサンテク株

式会社）を使用した．図 1 に示す 3 点誘導法〔陽極

（A），陰極（B），ground（C）〕により，ディスポー

ザブル心電図電極を前胸部と腹部の 3 箇所に貼付し

た．被験者である看護師と初学者は，電極を装着後､

着座・閉眼で安静状態を 1 分間測定する．採血行為

は，それぞれ 10 回ずつ連続で行い，実施中の心拍を

計測し安静状態と比較した．測定時間は，採血行為

1 回につき約 1分間とした．図 2 に測定風景を示す．

事前に共同研究者所属機関である大阪府立大学研究

倫理委員会の承認，実験参加者からインフォームド

コンセントを得た上で実施した．  

                
図 1 心電図電極貼付例   図 2 測定風景 

 

3. 分析方法 

自律神経系の反応には，交感神経系と副交感神経

系があり，ほとんどの臓器がこれら 2 系統からの二

重支配を受ける．交感神経系は危急事態に対峙する

ために，副交感神経系は休息や休養を希求するため

に，拮抗的に活動している．したがって自律神経系

の反応は，意思とは無関係に生じているにもかかわ

らず，体験される心的事象と少なからず対応してい

るとされる(3)．心電図波形は，図 3 に示すように主

として，P 波，R（QRS）波，T 波の 3 種類から構成

されるが，心拍の測定や評価を行う場合は，R 波と

R 波の時間間隔（RRI）を用いる(4)．得られた心電図

データから正確な RRI を導出し，N 拍と N+1 拍の

RRI を差分し，階級幅を 10ms でヒストグラムを作

成し，安静と実施中の精神状態を検討した． 

 

 
図 3 心電図波形例 

 

F6-2 

― 397 ―



4. 結果と考察 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採血行為の成功回数が同じだった看護師(No.12)

と初学者(No.5)を例に，安静状態の RRI の変動と試

行 6 回目の RRI の変動のヒストグラムを図 4，図 5

に示す．看護師では，採血行為中の RRI の変動が

10ms～20ms に集中しており，安静時に比べ心理状

態が異なることがわかる．また，試行回数による差

もほとんどみられなかった．採血や静脈注射など血

管に針を刺入する技術は，「患者の血管の位置や状態

を把握すること」がコツの一つ(5)といわれており技

術の手順などを既に体得している看護師にとって， 

RRI の変動が少ない状態とは，採血行為に対する「集

中」と考えられる．一方初学者では，看護師に比べ

安静時と採血行為時のRRIの変動の分布に偏りが少

ない．これは，初学者の方が採血行為中にリラック

スしているように見受けられるが，インタビューの

フリートークの中で「腕モデルであったため，緊張

せず割り切って作業した」と回答していることを考

慮すれば，初学者には，採血技術は人に対する医療

行為であるという自覚や意識が充分に形成されてい

ないことがうかがえる．以上から，看護技術の熟練

性評価に，自律神経反応である心拍の RRI の変動が

応用できる可能性が示唆された． 
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図 4 看護師(No.12)の安静時と採血行為時の RRI の変動ヒストグラム 

図 5 初学者(No.5)の安静時と採血行為時の RRI の変動ヒストグラム 
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